
 

 

 

 

 

 

     

                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017-2018 

西条ライオンズクラブ会報誌 No.488 

２ 

ライオンズクラブ国際協会 336－Ａ地区 2Ｒ－４Ｚ 

 会長スローガン                  

 キーワード                  

 ＴＯＰＩＣ      第 57代植木執行部下半期ｽﾀｰﾄ             
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国際協会ビジョン声明文 『地域社会と人道奉仕におけるグローバル・リーダーを目指す』 

   ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会使命声明文 

 『 ライオンズクラブを通して、ボランティアに社会奉仕の手段を与え、人道的ニーズ 

                              を満たし、平和と国際理解を育む 』 

  

 

 

 

 

スローガン                                                              

                       （ライオンズクラブのキーは奉仕することである） 
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                                                                     会計 高橋 学 

                                    

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

         

       

               

 

 

     

 

2017-2018年度 ライオンズクラブ国際協会会長                ナレシュ・アガワル                

２０１７-２０１８年度 ライオンズクラブ国際協会 336-A地区ガバナー        川 辺 信 郎  

2017-2018年度 ３３６－Ａ地区    

平成 30年 1月 9日「石鎚神社本殿」に於いて、厳粛に清祓いの儀が執り行われました。 

本年は、喜寿・還暦・年男の会員が 10名にもなり、玉串奉奠が何時にも増し賑やかな「清祓い

の儀」となりました。 

≪祝詞奏上の際≫ 

我がクラブ会員は皆、「石鎚大神の霊験を得、自然の恵みを頂き生きて行けることへの感謝！ま

た、収穫の喜びを石鎚大神にお伝えいたしました」 

例会は、植木光夫会長より新年の挨拶、高橋雅顕第一副会長の乾杯に始まり、食後、「執行部

による『初笑い』を披露」会員の皆が釣られて盛大に笑う予定でしたが、全然笑って貰えずに

「初笑い」が「初滑り」に成ってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年早々、今後の会務や奉仕活動が滑る様にスムーズに進行することを、予言した始まりと成

りました。 

            

 

新年例会 清祓いの儀 



       

       

 

              

【 新年第１例会 清祓いの儀を終えて記念撮影 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
～ 本年も実りあるライオンズ活動となりますよう、健康で笑顔を絶やさずまいりましょう ～ 

       

     

      

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         献血（西条ライオンズクラブ協力）  

    日時 2018 年 3 月 6 日（火）10：00～16：00 

                         場所 西条市社会福祉センターエントランス前 

                         目標 １６０名 ～ご協力をお願いします～ 

    

        

 

                            報告／受講者 清水泰雅 

春の訪れが待ち遠しい、冷たい雨が降りしきる中、ウェルピア伊予にて植木会長と二人で、

今年度の講座を受講してきました。愛媛県全域から１２０名弱のライオンと一緒でした

が、普段、薬物乱用を意識することはほとんどないので大変勉強になりました。 

講師は、警察、教育委員会、行政、ライオンズの認定講師（ゴールド）、医学博士などそれ

ぞれの専門家で、愛媛県の現状、薬物の種類や性質、医学的な解説、教育現場や行政の取

り組みや問題点などを４時間、みっちりと学びました。 

 印象に残ったのは、法律で禁止されている薬物は、薬の脳へ作用で無理やり達成感や幸

福感を人に与えるのですが、その代償として１回でも使用すると脳を破壊するということ

です。また、ダメージを受けた脳は、元に戻す治療はないということです。 

 薬は、効果の良いところを引き出して人の役に立つ物質ですが、それを悪用したり、使

い方を誤ると非常に困ったことになり、自分だけの問題ではなく、周囲の人も良くない影

響があるということを、しっかり学ぶことができました。ありがとうございました。 

           ３月６日の献血奉仕、ご協力とご指導をよろしくお願いします。 

 

薬物乱用防止教育認定講師養成講座       開催：2018年 1月 28日（日） 

       

  

  



今季最強寒波が日本列島を覆っています。日本海側では大雪、東京では大規模交通マヒ、我が

家では雪と霜により車のフロントガラスが凍りつくという事態が起こりました。お湯で溶か

しても走行しているうちにまた凍りつき、また視界が悪くなっていきます。後日友人から「ワ

イパーを使いながら走ればいいよ。」と、教わりました。まだまだ寒い日が続きますが、この

冬を乗り切るため、お酒とおしゃべりで身も心も温めましょう。 

                              ＰＲ・広報委員  日野 求 
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西条ライオンズクラブ 

思い出の一品 

編集後記 

■ 心に残る思い出の一品 ■  [ Ｖｅｒ．１２ ] 

 

                                   野間賢次郎 

 

忘れたくても一生忘れる事のできない苦い思い出である、この出

来事は、今から３７年前、昭和５６年７月１９日に掲載された夏

の甲子園愛媛県地区予選一回戦結果を伝えた新聞記事である。 

甲子園目指し、隣町新居浜市から西条高校へ越境入学したものの、最終的には新居浜のチー

ムに敗退するという悲惨な巡り合わせとなっ

た。ゲームセット時の敗戦に対する虚脱感、不謹

慎かもしれないが苦しい練習から解放された解

放感、二つの想いが胸に溢れてきたことは今で

も昨日の事のように思い出される。ただ同時に

こういった試練があるからこそ今の自分があ

り、人生の中では負けん気として生かされてき   

たとも思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみにこの記事に３番打者として登場して

いるのは玉井西条市長である。 
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